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は､百倍を もってやるべ きだろ う｡ それ とともにanharmOn土Cな forceをい
れたnOn-linearproblem も､むづか LJい問題ではあるが､並行 して とり
あげてい く事は必要であろうとい う反省 とも結論 とも云えるものに落着いた横
である｡
もつ と立入った討論は､具体的な報告や､最終 日cP将来計画に もち込 まれた
ので'.簡単 な報告.lrことどめます｡ (戸 谷)
回顧 と展 望 Ⅱ
回顧 と展望につL､ては､討論の結果,次の様な表がまとめられたO 但 し､あ
る間題が解決 されたかそれ とも未解決であるかについてはかな り意 見が分れたO
例えばpeakと islandの嫡孫の問題は未解決である与い う意 見も有力であ
ったO非常を;厳格に考えれば､完全に解決 された問題は-一つ もな く､すでに得
られている培異はすべてt'-一応の ",或は"近似的な り解答にすぎないから,
これは当然の事である｡ 表の騎方向の区分は従って必ず しも明確な意味 をもつ
ものではない｡ なおこの表は解決 された問題について も､すべてを もうらした
ものではな く､現在長 も着席 となっているものを拾 い上げたにすぎない｡
戸田は､.在来の統計力学は位相空間 とアンサンプノレないしBol七五皿a三m の原
理 という巧 妙な概念を使って親み立てられてお り, その formulationがあま
りに もうまく出来すぎているために､物理的な内容については分 ちない草が多
い､ とい う事 をコ.メン トしたO との研究会において も､統計力学の物理的な基
礎が大きなテーマの 1つになっているが,その研究の一つの方向 として､位相
空間から昭発せず､配置空間 と甲olもⅩmannの原理 と熱力学 (即ち経験法則)
か ら逆に運動量空間.r･C関す る知識を得る方法を振動子系に応用する､ とい う可
能性がある事が宿梼 ざれた｡
小寺はrandomfieldの理論の不 可逆過程-の応用 (天撃 traTldomfield
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